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はじめに 

 

 西表島の約９割を占める国有林は、マングローブ林のほか、スダジイ（イタジイ）、

タブノキ、オキナワウラジロガシを含む亜熱帯林である。また、植物群落全体の種の

組合せが原生林に極めて近いと言われ、学術的にも非常に価値の高い森林を擁してい

ることから、平成 3 年 3 月、設定委員会の審議を経て、浦内川流域（分収造林地、農

用地等を除く）、仲間川流域のほか、古見岳周辺から浦内にかけての北面の断層崖地

帯、南風見海岸を含む地域を森林生態系保護地域に設定した。 

 

西表島が属する琉球諸島については、平成 15 年の「世界自然遺産候補地に関する

検討会」において、次のとおり、世界自然遺産に定める登録基準と完全性の条件を満

たす可能性が高い地域の一つとされた。 

  琉球諸島は、大陸との関係において独特な地史を有し極めて多様で固有性の高い亜

熱帯生態系や珊瑚礁生態系を有している点、また優れた陸上・海中景観や絶滅危惧種

の生息地となっている点が評価されたものであるが、絶滅危惧種の生息地など、重要

地域の一部はいまだ十分な保護担保措置がとられていないことから、それらの解決は

今後の検討課題である。 

 

また、西表島森林生態系保護地域は設定後約 20 年が経過し、現在、長期にわたり

人手が加えられていない天然林がその区域外にも広がりを見せているほか、次のよう

なことがより明らかになってきている。 

・ マングローブ林が広がる多くの河川の河口付近には、希少な甲殻類等が生育・生

息していること。 

・ 渓流帯が分布する上･中流域には、渓流植物のほか希少な両生類や爬虫類、昆虫

類が生育・生息していること。 

・ 湿潤な環境が広く分布している内陸部の山地帯には、希少な着生植物等が生育・

生息していること。 

  

さらに、西表島においては、昔から生活の一部として国有林内でイノシシ猟や山菜

等の採取が行われ、また、近年、西表島森林生態系保護地域の区域内を流れる浦内川

や仲間川沿いのほか、その区域外を流れる中小河川沿いでもエコツアーが行われてい

る。 

  

このような状況の変化を踏まえ、平成 21 年 1 月に設定委員会を設置し、原生的な

天然林の保存のほか、狭小な島しょの保護林の一体的管理の確保に考慮して、既設の

森林生態系保護地域の区域を拡張する方向で検討を重ねた。



  

 その結果、分収造林地、農用地等を除く、西表島の国有林のほぼ全域に分布する

原生的な天然林、自然性の高い森林、希少種の生育・生息地等について、地域住民に

よるイノシシ猟や山菜等の採取、森林環境教育や森林レクリエーションの場としての

利用と調和を図りつつ、森林生態系保護地域として適切に維持・保存することとした。 

また、保存地区と保全利用地区の区分は次のとおりとした。 

・ 保存地区は、原則として、原生的な天然林及びこれと同質の森林である、重要な

植物群落が存在する区域、渓流帯等が発達し特徴的な動植物相が分布する区域とし、

人手を加えずに自然の推移に委ねる。 

・ 保全利用地区は、山から海までの連続性に配慮した、保存地区の森林に外部の環

境変化の影響が直接及ばないよう緩衝の役割を果たす区域とし、一部、地域住民に

よるイノシシ猟や山菜等の採取、森林環境教育や森林レクリエーションによる利用

を可能とする。 

  



  

１ 森林生態系保護地域の位置及び区域 

 

西表島森林生態系保護地域の所在地 

沖縄県八重山郡竹富町（西表島） 

西表島は、八重山群島最大の島で、北緯 24°15′～26′、東経 123°39′～56′

の地点に位置し、島の周囲は 130 ㎞、面積は 28,900ha で、島の形は東西 30 ㎞南

北 20 ㎞のほぼ平行四辺形であり、国有林は、24,500ha で西表島総面積の 85％を

占めている。 

主要な山岳は、古見
こ み

岳 469m、波
は

照間
て る ま

森 447m、テドウ山 441m、南風
は い

岸
ぎし

岳 425

ｍ、御座
ご ざ

岳 420ｍ等がある。また、主要な河川は、浦内川、仲間川のほか、前良
ま い ら

川、

後
しい

良
ら

川、仲
なか

良
ら

川、クイラ川等がある。 

平均気温は 24℃、年降水量は 2,200 ㎜で海洋性気候に属した亜熱帯林で、河口域

は、海水の影響を受けマングローブ林が発達している。 

 

 

２ 保存地区及び保全利用地区の位置及び区域 

森林生態系保護地域の設定は、分収造林地、農用地等を除く、西表島の国有林野

全域とした。 

 

（１）保存地区 

森林の原生的な維持を図る地域として、浦内川、仲間川及び仲良川上流域とそ

れらを囲む古見
こ み

岳、波
は

照間
て る ま

森、テドウ山、南風
は い

岸
ぎし

岳、御座
ご ざ

岳、金山等の高標高地

域のほか、仲間川と浦内川河口部のマングローブ林並びに崎山地域に設定した。 

 

（２）保全利用地区 

保全利用地区は、森林生態系保護地域の保存地区を除く地域に設定した。 

 



  



  

  

図－１ 位置図 
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表－１  西表島森林生態系保護地域    
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区 
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重 
 
 

山 
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浦内川河口 １３６ほ､ハ､１３７ろ  
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（１１．０３） 
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浦内川河口
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計 
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９，９９９．２８ 

 

    

保 

 

全 

 

利 

 

用 

 

地 

 

区 

保 

存 
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区 

を
除
く
地 
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図－２ 西表島森林生態系保護地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

３ 森林生態系保護地域において保存を図るべき生物等に関する事項 

 

（１）植物相 

西表島の森林は、日本列島の常緑広葉樹林帯に属している。西表島の山地に

は、スダジイ（イタジイ）の優占する照葉樹林が広がっており、山頂部の風衝

地には、リュウキュウチクが密生している。低地の石灰岩地域には、ガジュマ

ル、ギランイヌビワ（コニシイヌビワ）などの優占する群落がみられ、河口付

近にはマングローブ林、サガリバナ林など熱帯に共通な群落が発達している。 

 

ア 照葉樹林 

西表島を代表する高木は、スダジイ（イタジイ）、タブノキ、オキナワウラ

ジロガシなどであり、関東以南の照葉樹林と大差のないものであるが林内に

は本土の照葉樹林に特徴的なヤブツバキはあまり出現せず、汎熱帯的なツル

アダンが高い頻度で出現するなどから、西表島の照葉樹林は亜熱帯に成立す

る独特な照葉樹林として位置づけられている。林内には、ヤエヤマオオタニ

ワタリ、リュウキュウセッコクなどの着生植物や、ツルアダン、シラタマカ

ズラなどのツル性植物が豊富で、本土の照葉樹林とは異なり熱帯的様相の濃

いものである。西表島の照葉樹林は、オキナワウラジロガシ群集、ケナガエ

サカキ－スダジイ群集などのほか、数タイプの群落があるが、植物社会学的

には、リュウキュウアオキ－スダジイ群団に属している。 

 

イ マングローブ林 

マングローブは、熱帯地方の海岸、入江、河口の泥湿地で、満潮時に海水

にひたる場所に生育している樹木類の総称である。マングローブ林は、鹿児

島県喜入のメヒルギ群落が北限であり、種子島、奄美大島などでもみられる

が、群落の構成種は少なく規模も小さいものである。西表島のマングローブ

林は、4 科 6 種で構成され、大規模な群落がほとんど自然のままの状態で残

されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

ウ 主な群集（落）ごとの主要樹種 

 

群集（落） 主  要  樹  種 

１ オキナワウラジ

ロガシ群集 

オキナワウラジロガシ、タブノキ、コバンモチ、イスノキ、アデク、

エゴノキ、モクタチバナ 

２ ケナガエサカキ

－スダジイ群集 

ケナガエサカキ、スダジイ（イタジイ）、リュウキュウアオキ、ア

オバナハイノキ、アカハダノキ、ヒメユズリハ、ホルトノキ、ヤエ

ヤマシキミ 

３ マングローブ群

落 

メヒルギ、オヒルギ（アカバナヒルギ）、ヤエヤマヒルギ、ハマザ

クロ、ヒルギモドキ、ヒルギダマシ 

４ アカギ群落 

 

オオバイヌビワ、アカメイヌビワ、オオバアコウ、ギランイヌビワ

（コニシイヌビワ）、クロヨナ、ホソバタブ、フクギ、ショウベン

ノキ、シマヤマヒハツ 

５ サガリバナ－サ

キシマスオウノキ

群落 

サガリバナ、サキシマスオウノキ、カキバカンコノキ 

６ リュウキュウチ

ク群落 

リュウキュウチク、ヤブツバキ、イミンタチバナ、リュウキュウ

ミヤマシキミ 

 

 

引用参考文献 

重松敏則（1972）西表島の自然植生の保護および景観保全に関する研究 

 

図－３ 西表島自然植生断面模式図 
 



  

（２）動物相 

ア 哺乳類 

西表島に生息する在来種は、特別天然記念物及び国内希少野生動植物種イ

リオモテヤマネコのほか、リュウキュウイノシシ、ヤエヤマオオコウモリ、

リュウキュウユビナガコウモリ、イリオモテコキクガシラコウモリ、カグラ

コウモリの 6 種と考えられている。 

 

イ 鳥類 

鳥類の大部分は渡り鳥で、本土と中国大陸あるいは東南アジア方面への中

継的役割をはたしている。西表島で繁殖している鳥は、これまでに 39 種が確

認されている。 

このうちカンムリワシは特別天然記念物に指定されているほか、キンバト

（リュウキュウキンバト）、ヨナクニカラスバトは国の天然記念物に指定され

ている。また、これらは国内希少野生動植物種にも指定されている。リュウ

キュウアカショウビンは竹富町の鳥に指定されている。 

鳥類は、一般に移動力が高いため、この地方に固有の種はないが、渡り鳥

でないものの中には固有の亜種として分けられているものがかなりあり、ハ

シブトガラスやシジュウカラのような鳥は、その外見や色彩が本土のものと

はっきり異なっている。 

また、カンムリワシやキンバド（リュウキュウキンバト）など天然記念物

に指定されている種類をはじめ、オオクイナやシロガシラなど、わが国では

琉球南部にしか生息していない種類がいくつかある。 

 

ウ 両生類・爬虫類 

在来の両生類・爬虫類は、これまでに 11 科 26 種が記録され、ヤエヤマセ

マルハコガメ、キシノウエトカゲは、国の天然記念物に指定されている。 

このうち、西表島のほか石垣島と共通して分布する固有種（亜種を含む）

として、コガタハナサキガエル、オオハナサキガエル、ヤエヤマハラブチガ

エル、ヤエヤマアオガエル、ヤエヤマセマルハコガメ、イワサキセダカヘビ、

ヤエヤマタカチホヘビ、イワサキワモンヘビがいる。 

 

 

 

 

 

 



  

 

エ 昆虫等 

昆虫類の種類は極めて多く、アサヒナキマダラセセリ、コノハチョウ、ヨ

ナグニサンは、県の天然記念物に、フチトリゲンゴロウは、国内希少野生動

植物種に指定されている。 

西表島のみに分布、又は石垣島と共通する固有種（亜種を含む）として、

トンボ類は、ヤエヤマハナダカトンボ、イリオモテミナミヤンマ（上記 2 種

は西表島のみに分布）、ヤエヤマサナエ、ヒメホソサナエ、コナカハグロト

ンボ、イシガキヤンマ、サキシマヤマトンボなどが、バッタ類は、イリオモ

テモリバッタ（西表島のみに分布）が、セミ類は、ヤエヤマニイニイ、イシ

ガキヒグラシ、ヤエヤマクマゼミなどが、コウチュウ類は、ヤエヤマコクワ

ガタ（西表島のみに分布）、チャイロマルバネクワガタ、イリオモテボタル

が、チョウ類は、アサヒナキマダラセセリ、ヤエヤマウラナミジャノメ、マ

サキウラナミジャノメが、そのほか、スジアオムカデ（西表島のみに分布）

などがいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

引用参考文献 

沖縄県（2005）改訂版レッドデータおきなわ 

 

 



  

（３）地質及び土壌の分布状況 

西表島は、全域がほとんど山岳におおわれ、北東部に主峰古見
こ み

岳(469m)、中

央部北寄りにテドウ山(441m)、西寄りに波
は

照間
て る ま

森(447m)、南寄りに御
ご

座
ざ

岳

(420m)、南部に南風
は い

岸
ぎし

岳(425m)があり、ほぼ平行四辺形の島である。 

主な河川は、これらの山の間を東西方向に流れている。浦内川は、古見岳に

源を発しテドウ山と波照間森の間を流れ、長さ 13.1 ㎞、流域面積 54.24 ㎢の

琉球列島最大の河川である。下流の川岸は、平坦地が広がりマングローブ林と

なっている。その他河川には仲間川、仲
なか

良
ら

川、後
しい

良
ら

川、クイラ川等がある。 

島の東部、北部は広い海岸段丘となって一部海蝕崖が発達している。南部は

山が海にせまり高さ 200m 以上の絶壁をなしている。 

 

 

図－４ 西表島断面図 

 

 
 

 



  

ア 地質 

西表島の大部分は、新第三紀に属する砂岩、頁岩などからなる八重山夾炭

層群が分布する。北東部には、この島の基盤であるツルム層と呼ばれる古生

層があり、その周囲に安山岩質集塊岩又は凝灰岩の火山岩類がみられる。祖
そ

納
ない

周辺、浦内川及びヒナイ川一帯には丸い礫からなる祖納礫岩が分布し、古見
こ み

か

ら高那
た か な

、上原
うえはら

一帯の海岸段丘には琉球石灰岩層がみられる。 

このほか、河口一帯は沖積層、海岸は一部隆起サンゴ礁が分布する。 

 

 

 

図－５ 西表島の地質図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

引用参考文献 

沖縄県教育委員会（1983）沖縄県天然記念物調査シリーズ第 23 集,西表島天然記念物緊

急調査報告Ⅰ 

 

 



  

イ 土壌 

西表島の土壌は、黄色土 90％、赤色土 6％、グライ土壌 4％からなり、そ

の他塩基系赤色土及び未熟土がわずかずつ分布している。 

黄色土のなかは、乾性の YB 型、YC 型土壌が 56％、適潤性の YD(d)型土

壌が 44％となっている。 

これらの土壌型の一般的な分布傾向を地形的にみると、緩やかな尾根、凸

傾斜面には、YB 型土壌が、その周辺には YC 型土壌が分布する。また、谷

頭の集水地には YD 型、谷沿いには YD(d)型土壌が分布する。 

グライ土壌は、河口付近に分布しマングローブ林に覆われている。 

 

 

 

    図－６ 西表島の地形と土壌型分布模式図 

               

 

 

 

 

 

引用参考文献 

林野庁熊本営林局（1980）林野土壌調査報告,熊本営林局土壌調査報告書第 47報,沖縄

事業区の土壌 

 



  

４  森林生態系保護地域の管理に関する事項 

 

（１）保存地区 

保存地区は、森林生態系の厳正な維持を図ることとし、原則として人手を加

えずに自然の推移に委ねることとする。 

ただし、森林生態系を維持するために必要な次の行為については行うことが

できることとする。 

    ア  モニタリングをはじめとする調査・研究 

    イ  非常災害のため応急措置として行う次の行為 

    （ア）山火事の消火等 

    （イ）大規模な林地崩壊、地すべり等の災害の復旧措置 

    ウ  標識類の設置等 

    エ  科学的知見に基づく固有の生物多様性と森林生態系を保全・修復するため

に必要と認められる行為 

    オ  その他法令等の規定に基づき行う行為 

 

 

（２）保全利用地区 

  保全利用地区は、保存地区の森林に外部の環境変化の影響が直接及ばないよ

う、緩衝の役割を果たすこととする。 

保全利用地区の森林については、木材生産を目的とする森林施業は行わない

こととする。また、人工林については、将来的には天然林への移行を図るよう

取り扱うこととする。 

ただし、次の行為については行うことができることとする。 

    ア  保存地区と同様の管理行為 

    イ  枯損木及び被害木の伐倒、搬出 

 

 

 

 

 

 

 



  

５  森林生態系保護地域の利用に関する事項 

 

（１）保存地区 

保存地区の利用については、次の行為に限るものとする。 

ア  学術研究のために行う生物遺伝資源の利用に関する行為等、公益上の理由

により必要と認められる行為 

    イ  既設の歩道等の利用及び維持修繕 

  ウ ア及びイの行為に伴う標識類の設置等 

 

 

（２）保全利用地区 

保全利用地区の利用については、次の行為に限るものとする。 

ア  保存地区と同様の利用行為 

イ  保全利用地区の設定趣旨等に反しない範囲で行う次の行為 

（ア）森林環境教育及び森林レクリエーション 

（イ）（ア）の行為のために必要な道路、建物等の設置 

（ウ）地域住民によるイノシシ猟及び山菜等の採取 

 

 

 



  

参考資料について 

 

 

 参考資料は、西表島森林生態系保護地域保全管理計画（仮称）の策定及び西表島

森林生態系保護地域保全管理委員会（仮称）の設置について、平成 20 年に設置し

た西表島森林生態系保護地域設定委員会における議論を踏まえる必要があること

から、その概要を参考として添付する。 

 なお、西表島森林生態系保護地域保全管理委員会は、平成 24 年 2 月 3 日に設置

され審議が開始されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

【参考資料１】  

西表島森林生態系保護地域における登山者等による利用のあり方 

 

西表島森林生態系保護地域における登山者等による利用のあり方については、

「西表島森林生態系保護地域の保全管理に関する基本的事項」に従うほか、以下の

考え方をベースに、今後、西表島森林生態系保護地域保全管理委員会（仮称）の意

見を聴いて定める考えである。 

区   分 登山者等による利用 地域住民による利用 

保存地区 登山道等 

 

登山道等は、貸付等の手続きを

行い、管理主体を明らかにする。 

休憩所等では、原則としてテント

の設営等を行わない。 

左記に同じ。（地域住民はイ

ノシシ猟及び山菜等の採取

を行わないので、これらに

係る利用はない。） 

登山道等以

外の区域 

原則として立ち入らない。 左記に同じ。（地域住民はイ

ノシシ猟及び山菜等の採取

を行わない。） 

保全利用

地区 

登山道等 登山道等は、貸付等の手続きを

行い、管理主体を明らかにする。 

休憩所等では、原則としてテント

の設営等は行わない。ただし、西

表島森林生態系保護地域保全管

理委員会（仮称）の意見を聴いた

上で指定した箇所については、テ

ントの設営等を行えるものとす

る。 

左記のほか、地域住民はイ

ノシシ猟及び山菜等の採取

を行う際に利用することが

できる。 

登山道等以

外の区域 

森林環境教育や森林レクリエー

ションに供するルートは、崩壊等

の危険性がないこと、利用による

希少動植物への影響のおそれが

ないこと等とし、西表島森林生態

系保護地域保全管理委員会（仮

称）の意見を聴いた上で指定す

る。 

左記のほか、地域住民はイ

ノシシ猟及び山菜等の採取

を行うことができる。 

注：登山道等とは、登山道及びこれに付帯する休憩所、展望所等のこと。 



  

【参考資料２】  

西表島森林生態系保護地域の保全管理に関する基本的事項 

 

１  管理に関する事項 

（１）保存地区 

保存地区は、森林生態系の厳正な維持を図ることとし、原則として人手を加

えずに自然の推移に委ねることとする。 

ただし、森林生態系を維持するために必要な次の行為については行うことが

できることとする。 

    ア  モニタリングをはじめとする調査・研究 

    イ  非常災害のため応急措置として行う次の行為 

    （ア）山火事の消火等 

    （イ）大規模な林地崩壊、地すべり等の災害の復旧措置 

    ウ  標識類の設置等 

    エ  科学的知見に基づく固有の生物多様性と森林生態系を保全・修復するため

に必要と認められる行為 

    オ  その他法令等の規定に基づき行う行為 

（２）保全利用地区 

  保全利用地区は、保存地区の森林に外部の環境変化の影響が直接及ばないよ

う、緩衝の役割を果たすこととする。 

保全利用地区の森林については、木材生産を目的とする森林施業は行わない

こととする。また、人工林については、将来的には天然林への移行を図るよう

取り扱うこととする。 

ただし、次の行為については行うことができることとする。 

    ア  保存地区と同様の管理行為 

    イ  枯損木及び被害木の伐倒、搬出 

 

２  利用に関する事項 

（１）保存地区 

保存地区の利用については、次の行為に限るものとする。 

ア  学術研究のために行う生物遺伝資源の利用に関する行為等、公益上の理由

により必要と認められる行為 

    イ  既設の歩道等の利用及び維持修繕 

  ウ ア及びイの行為に伴う標識類の設置等 



  

（２）保全利用地区 

保全利用地区の利用については、次の行為に限るものとする。 

ア  保存地区と同様の利用行為 

イ  保全利用地区の設定趣旨等に反しない範囲で行う次の行為 

（ア）森林環境教育及び森林レクリエーション 

（イ）（ア）の行為のために必要な道路、建物等の設置 

（ウ）地域住民によるイノシシ猟及び山菜等の採取 

   

３  その他事項 

学識経験者等からなる西表島森林生態系保護地域保全管理委員会（仮称）を設

置して、当委員会の意見を聞きながら、西表島森林生態系保護地域の保全管理を

より効果的に進めるものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

【参考資料３】  

今後の検討事項 

 

 

平成２０年度に西表島森林生態系保護地域設定委員会を設置し、これまでに委員

会を３回、現地検討会を１回開催するなど議論を重ねてきた。これまでに聴取した

意見を踏まえ、 

 

１ 今回、西表島森林生態系保護地域の設定区域について、現在の約１１６百ｈａ

から約２０２百ｈａに拡大する考えである。 

① 保 存 地 区  約３０百ｈａ → 約 ９９百ｈａ 

② 保全利用地区  約８６百ｈａ → 約１０３百ｈａ 

 

２ また、今後は、以下のとおり、西表島森林生態系保護地域保全管理委員会（仮

称）を設置し、より効果的に保全管理を図るための方策などについて、検討を進

める考えである。 

（１）西表島森林生態系保護地域保全管理委員会（仮称）を設置し、当委員会の意

見を聴きながら、より効果的に保全管理するための方策等を定める。 

（２）西表島森林生態系保護地域保全管理委員会（仮称）の意見を聴きながら、貴

重な動植物の生息・生育状況、登山やイノシシ猟等森林利用の状況についてモ

ニタリング調査を行い、今後の適切な保全管理に反映させる。 

（３）分収造林箇所の分収木の取扱いについて、契約相手方との調整等を進める。

また、西表島森林生態系保護地域保全管理委員会（仮称）の意見を聴きながら、

その森林の取扱いを定める。 

 

 



  

【参考資料４】  

西表島森林生態系保護地域保全管理計画（仮称）のイメージ 

 

 

１ 西表島森林生態系保護地域保全管理計画（仮称）を策定する目的  

「西表島森林生態系保護地域の保全管理に関する基本的事項」を遵守し、より

効果的な保全管理を図るため、対応すべき課題の整理等を行った上で、保全管理

上必要な措置を明らかにする。 

 

２ 西表島森林生態系保護地域保全管理計画（仮称）の策定方法 

  学識経験者等からなる西表島森林生態系保護地域保全管理委員会（仮称）を設

置し、当委員会の意見を聴取し、西表島森林生態系保護地域保全管理計画（仮称）

を策定する。 

 

３ 西表島森林生態系保護地域保全管理計画（仮称）の構成 

  西表島森林生態系保護地域保全管理計画（仮称）に盛り込む主な事項は、以下

のとおりとする。 

 ① 管理に関する事項 

・ 希少種・固有種、外来種、伝統的に利用されているイノシシや山菜等を適

切に管理するための、現状や課題及びその対応策等 

② 利用に関する事項 

・ 公益上の理由により必要と認められる行為の範囲、森林環境教育や森林レ

クリエーション利用、地域住民によるイノシシ猟や山菜等の採取のあり方等 

・ 登山道等の現状や課題、森林環境教育や森林レクリエーション利用に供す

る登山道等の取扱方法等 

③ 推進体制 

・ 西表島森林生態系保護地域保全管理委員会（仮称）の設置と役割、巡視活

動やモニタリング調査のあり方、情報提供や普及啓発の推進方策等 

 


